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校長 水越 伸朗 

例年より早い開花を迎えた桜の下。この良き日に、卒業を迎える７

７名の卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、ご卒業おめでとうござ

います。心より、お祝い申し上げます。 

 本来であれば、立川市教育委員会をはじめ、PTA、学校運営協議会、

地域各団体の皆様にご列席を賜う中での卒業証書授与式ではあります

が、臨時休校という状況において、保護者の皆様のみの参列となって

しまいました。今まで、立川第八中学校で卒業生の皆さんと共に過ご

した在校生や来賓の方々には、皆さんが立派に卒業していったことを伝えさせていただきます。  

さて、只今、立派な態度で卒業証書を受け取った卒業生の皆さん。皆さんの表情は、とても凛々

しく、晴れやかで、さわやかでした。そして、ひとりひとりの表情と姿からは、将来の希望と大き

な期待を感じとることができました。 

皆さんとは、わずか１年しか一緒に過ごしませんでした。しかし、その姿からは、立川第八中学

校の最上級生としての自覚を何度も感じることができました。 

体育大会では、リーダーが中心となってクラスをまとめ、学年を越えて、１、２年生とも協力し

て「八中ソーラン」に取り組みました。元気な姿と明るい笑顔は、多くの方々に感動と元気を与え

絶賛の拍手をいただきました。 

 合唱コンクールでは、４つのパートのバランスが良い合唱を披露してくれました。その歌声は、

ホールいっぱいに響きわたり、後輩たちに、「私たちも３年生のような合唱にしたい」と思わせるこ

とができました。 

 また、部活動や委員会活動にも率先して取り組み、仲間とともに、そして後輩とともに笑ったり

泣いたりしながら活動に励みました。 

このように、様々な場面で立川第八中学校の最上級生として活躍してきた皆さんの今後の人生に

向けて、人として大切な「相手を敬う心」について、お話しをいたします。 

 

 リオデジャネイロオリンピック男子柔道７３㎏級において

金メダルを獲得した大野将平選手は、この夏の東京オリンピ

ックでも金メダルが期待されています。大野選手は、その強

さはもちろん、試合開始前と終了後の「礼」がとても美しく、

世界中の柔道家からも尊敬されている選手です。圧倒的な強

さで金メダルを獲得した前回のオリンピックや世界選手権で

も、大野選手は相手に勝っても、喜びを抑え、静かに心を落
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ち着かせて、しっかりと「礼」をしていました。踵をそろえ、手の指は軽くそろえて伸ばし体に添

え、柔道の教科書通りに深々と「礼」をする姿は、とても美しいものがあります。その「礼」につ

いて問われた大野選手は、「相手がいる競技ですから、相手を敬っているので、冷静に奇麗な礼がで

きたのではないかと思います。日本の心を見せられる場面でもあるので、気持ちを抑えられたと思

います。」と答えています。 

 柔道は、相手を投げたり抑え込んだりする、とても激しい競技です。投げられれば痛い、負けれ

ば悔しい、勝てばうれしい、いろいろな感情があります。しかし、そういった感情も、相手がいて

こそ生まれてくるものです。ですから、相手を尊重し、敬う心をもって対戦しているのです。 

柔道の試合における礼法では、「礼は、人と交わるにあたり、まずその人格を尊重し、これに敬意

を表すことに発し、人と人との交際をととのえ、社会秩序を保つ道であり、礼法は、この精神を表

す作法であります。」とされています。まさに、大野選手はこの礼法に則った「礼」を行っているの

です。 

皆さんは、今まで、ここにいる仲間や家族、あるいは地域の方々、学校や習い事の先生、いろい

ろな人と関わってきました。これから先の長い人生においても様々な人と出会うことでしょう。そ

ういった、人との関わりの中で忘れずに、大切にしてもらいたいのが「相手を敬う心」です。この

心があれば、困難な状況や厳しい場面にあったとしても、多くの人が励まし、応援してくれるはず

です。目まぐるしく発展していく現代社会。今後も社会は大きく進化を遂げていくことでしょう。

しかし、どんなに社会が発展しようとも、どんなに進歩しようとも、「相手を敬う心」が社会の支え

となることに変わりはないと思います。これからの、日本を支えていく存在として、「相手を敬う心」

を大切にして、自分自身も高め、大きく成長していってほしいと思います。 

 

 最後になりましたが、保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとうございます。心より、お

祝い申し上げます。本日、中学校３年間の課程を終え、義務教育９年間を修了されました。感慨も

ひとしおのことと拝察いたします。この３年間、本校および教職員にお寄せくださいました、ご理

解とご協力に対しまして、あらためて御礼申し上げます。ありがとうございました。  

 

 このような状況下、先日開幕した大相撲春場所の初日、「古

来から、力士の四股は邪悪なものを土の下に押し込む力があ

ると言われてきました。」と、八角理事長があいさつされまし

た。皆さんも、新しい人生を踏み出すその一歩で、邪悪なも

のを押し込め、明るい未来を築いていってください。新しい

時代を迎えるひとりとして、明るい未来に向かって、大きく

前進する時が来ました。皆さんの前途が素晴らしいものにな

ることを祈って、式辞といたします。 

 

 

 

 

 

☆  体育優良生徒        花輪 亮太郎 くん  遠藤 こ桃 さん 

☆ 健康努力生徒        柏葉 玲音 くん   朝倉 千智 さん 

☆ ライオンズクラブ教育表彰  安藤 直大 くん   中矢 優生 くん 

 

３年生の各種表彰 


